
⽇本で初めて⽣ごみを電気と都市ガスにリサイクル

連携実施者
 株式会社都市環境エンジニアリング︓バイオエナジー共同出資企業
 株式会社要興業︓バイオエナジー共同出資企業

取組活動の内容
事業⽬的・概要
 経緯・背景など
2001年、国は⾷品系廃棄物を「⾷品循環資源」と位置付け、⾷品関連事
業者にリサイクルを義務付ける法律、通称「⾷品リサイクル法」を施⾏。東京都
は⼤⽥区城南島にスーパーエコタウンを整備しリサイクル事業提案を募集。これ
に、都市型⾷品循環資源の有効なリサイクル⼿法としてバイオガス化処理を
「⾷品資源循環」のさきがけとして提案し、2006年4⽉バイオエナジー㈱（以
下、「BE」という。）操業開始。以後、事業を継続。
 ⽅針・アプローチなど
メタン菌の⼒で有機物をバイオガスに変える技術は、周知技術であったが、
⾷品循環資源を主な原料とする⼯場はなく、設計想定の1.5 倍ものバイオ
ガス⽣成によりエネルギーをもたらす⼀⽅、メタン菌挙動が不安定で⼯場安
定操業に向け試⾏錯誤の毎⽇。アンモニア多量発⽣によってメタン菌が死
滅する酸敗現象、⼤量油分で異常発酵が進みガス圧急激上昇による施
設損傷事故、分別不良による異物配管閉塞による配管破裂など。
 期待される効果・今後の課題や展開など(操業から2023年度末）
効果 ・⾷品循環資源受⼊量︓累計︓524,476t(表1参照）

・グリーン電⼒を市場供給︓累計︓93,709MWh(表1参照）
・CO2削減効果︓40,670 t-CO2
(排出係数0.000434 t-CO2/kWh）
・潜在的な環境貢献の可能性廃棄物の未利⽤量約1,050 万t/年

課題 ・メタンと同時に発⽣するCO2処理
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（実施期間︓2006〜 ）

公的資⾦の活⽤状況（提供元、資⾦名、活⽤期間、スキーム等）
 平成15年度農林⽔産省所管「⽣産振興総合対策事業」
 平成16年度農林⽔産省所管「バイオマス利活⽤フロンティア整備事業」
 平成21年度経済産業省所管｢バイオガス都市ガス導管注⼊実証事業｣ 他多数

会員名 テラレムグループ株式会社

図２︓バイオエナジー⼯場外観

図１︓バイオガス化処理の模式図

主な実施場所 ︓ バイオエナジー㈱(東京都⼤⽥区）

関連外部リンク先
 バイオエナジー株式会社[http://www.bio-energy.co.jp/company/]

表１︓バイオエナジー創業以来の実績


